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中国語の副詞節と付加詞条件

ー デー タから見る付加詞節の種類とその統語的位 置の影響＊ー

吉 村 理一

1 .研究の背景

本研究は中国語の定形副詞節内からの項の移動を考察対象にし、付加詞条件（Adjunct

Condition）の普遍性について、中国語データから記述的妥当性を検証することを目標にし

ている。 付加調条件とは、以下（1）の定義が示す通り、 付加詞節からのいかなる要素の抜取

りも禁止する統語制約のことである。 （2）には、付加詞条件に抵触している例文を示す。な

お、例文中で用いる勺ま、当該言語の母語話者により例文が非文法的であると判断されたこ

とを表している。

(1) 付加詞条件 （AdjunctCondition) 

Nothing may be moved out of a clausal adjunct. (Munn (2007：・ 6))

(2) a. * Whoi did Mary cry after Peter hit ti ? (Huang (1982: 503)) 

b. * Howi did John thank the mechanic after he had repaired his car ti? 

(van de Koot and Mathieu (2003: 278)) 

(2a）では、副詞節である after節の中に基底生成された項の whoが疑問文形成のため抜取

られて文頭に前置されている。同様に、（2b）は after節に基底生成 した付加詞の howが疑

問文形成のため抜取られて文頭に前置されている。このように、 付加詞節自体が 「島」を

形成し、その内部から項も付加詞も移動が禁止されることを付加詞条件と呼んでいる。

付加詞の島を含む一連の 「統語的な島（SyntacticIslands）」の現象については、 Ross

(1967）を筆頭に統語論の立場から原理的な説明を試みる研究が発表されてきた。特に、 付

加詞条件 について絞ってみても、 Huang(1982）による摘出領域条件 （Condition on 

・本論で用いた例文の作成や文法性の判断について、TamkangUniversityの PeilingHsu氏、

菊島和紀氏、中村香苗氏、TatunUniversityの ChihkaiLin氏、九州大学の Xuesongwu

Zou氏から多大な支援と 助言をいただいた。ここ に謝意を表する。 なお、本研究は JSPS

科研費 JPl9K13223の助成および九州大学数理 ・データサイエ ンス に関する教育 ・研究支

援プログラムの助成を受けている。
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Extraction Domain: CED）分析、 Chomsky(1986）による下接の条件（ Subjacency 

Condition）分析、 Uriagereka(1999）による複式書き出し（MultipleSpell-out）分析、

Stepanov (2001, 2007）による後段併合（LateMerger）分析など、多くの研究者によって

多種多様な分析案が出されてきた。重要なことに、それらの研究は「付加詞の島条件が自

然言語の中で普遍的な制約（UniversalConstraint）である」という前提をもとに理論整

備されており、統語的島の問題に対して一定の説明的妥当性を維持しながら進められてき

た。ところが近年では、従来の定義上の付加詞条件を破っても非文法的とは判断されてな

い反例と思わしきデータの発掘が様々な言語で相次いでいる 1。それらのうち中国語の定形

付加詞節のデータを本論では扱う。

(3) a * Lisii, [yinwei Zhangsan piping・ le t.l, (suoyi) meiren yao ta. 

Lisi because Zhangsan criticize・ LE so nobody want him 

‘（As for) Lisii, because Zhangsan criticized [himil, nobody wants him.' 

b. Lisii, [yinwei t. piping・ le Zhangsanl, (suoyi) meiren yao ta. 

Lisi because criticize-LE Zhangsan so nobody want him 

‘（As for) Lisii, because [hei] criticized Zhangsan, nobody wants him.’ 

(Huang, Li, and Li (2009: 209)) 

上記（3）は、（2）の英語データと同様に分析されるという前提の下では、いずれも理由を表す

yinwei (because）節からの項 Lisiの移動を伴った例文と考えられる。（3a）で、は目的語位置

の Lisiが抜取られており、非文法的であると判断されている。これは典型的な付加詞条件

を示す例文である。他方で、（3b）の主語位置にある Lisiの抜取りに関しては非文法的であ

るとは判断されない。（3b）のように付加詞条件に従わないように思われるデータは、上述

したこれまでの分析案ではうまく捉えることが難しいようである。

そのような現状を鑑み、本論ではまず、記述的側面を重視したデータの整理とそれらの

データに基づく記述的一般化を試みる。具体的には、定形付加詞節（副詞節）を類別し、

それらの内部からの項（主語および目的語）の移動に関しての文法性判断の差が生じるか

どうかを確認する。また、中国では英語と同様に副詞節が主節の前後に現れることが許さ

れるため、付加調節の統語上の位置の変化による文法性判断の差についても調査する。

本論の構成は以下の通りである。次節では、中国語の定形付加調節に対する生成統語論

の枠組みによる分析を概観し、その課題について議論する。続く第 3節では、定形付加詞

1 英語については Borgonovoand Neeleman (2000), Hornstein (2001), Taylor (2007), 

Truswell (2007）など、ロマンス諸語については Demonte(1988), Etxepare (2002), Rubio 

(2016）など、日本語については三原（1993),Yoshida (2016), Miyamoto (2012）などを参

日否。
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節の類別、抜取り要素の類別、 付加詞節の統語的位置の違いにより文法性に差異が生 じる

かどうかを判断するテス トについて説明する。第 4節では、テスト結果から導かれる一般

化について述べる。 そして最終節となる第 5節で本論のまとめを行う。

2. 中国語における付加詞条件の扱い

本節では、中国語の付加調節に対する生成統語論の立場からの分析について概観する。

ここでは、Huang(1982, 1984）および Huang,Li, and Li (2009）により提示されている

分析を紹介する。

(4) a 六 Lisi;,[yinwei Zhangsan piping・ le t,J, (suoyi) meiren yao ta. (=(3a)) 

Lisi because Zhangsan criticize・ LE so nobody want him 

‘（As for) Lisi;, because Zhangsan criticized [him;], nobody wants him.’ 

b. Lisi;, [yinwei t;_ piping・ le Zhangsan], (suoyi) meiren yao ta. (=(3b)) 

Lisi because criticize-LE Zhangsan so nobody want him 

‘（As for) Lisi;, because [he;] criticized Zhangsan, nobody wants him. ’ 

(Huang, Li, and Li (2009: 209)) 

(4）に再掲する上記（3）の例文に対して、Huang(1982, 1984）および Huanget al. (2009) 

では、文頭に位置する名調句がそ こで基底生成 され、構造上下位の空代名詞 （empty

pronominal) に同一指示を与える派生メカニズムを考えている。そこでは、Generalized

Control Rule (GCR）と呼ばれる同一指示を保証するためのルールを提案 し（4a,b）の対称

性の説明を試みている。

(5) Generalized Control Rule (GCR) 

Coindex an empty pronominal with the closest nominal element. 

(Huang (1984: 552)) 

GCRとは、（5）に示されるように、空代名詞から見て上位にある最も近い名詞句と 同一

指標を受ける というルールである。この GCRに基づけば、（4a）の ιとして示される目的語

空代名詞の同一指標候補は副詞節内の主語の Zhangsanになり 、Lisiとの同一指標は得る

ことができない。 他方で、（4b）では ぬとして示される主語空代名詞と Lisiとの聞に介在す

る名詞句が存在しないので同一指示を得ることに成功する。

(4）のような例文に対する Huangらのアプローチでは、文頭位置の名詞句が付加詞の島

から移動することを想定していないため、そもそも付加詞条件は問題とはならない。と こ
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ろが、下記に示される GCRではう まく 捉え られない例文が存在することや、他言語と の

統一的な分析を考慮に入れると、必ずしも Huangらが支持する文頭の名詞句の基底生成

分析が優越的であるとは言えない。

(6) a. 

b. 

Zheme wanpi de haizii, [wo zhao・bu・dao[yuanyi shouyang抗］de ren]. 

so naughty DE child I cannot-find willing adopt DE person 

‘Such a naughty childi, I cannot find anybody willing to adopt [himi］.’ 

(Xu and Liu (2003: 133)) 

Na・fen zuoye,, Lisi shuo ta [yinwei xie・le kan baozhi. 

that・CL homework Lisi say he because write-ASP read newspaper 

'That assignmenti, Lisi said [because he wrote t,J, he would read the 

newspaper. (Myers (2012: 450)) 

(6a, b）の両方のケースで、高I］詞節内の目的語空代名詞が、文頭の名調句 （zhemewanpi de 

haizi / na・fen zuoye）との同一指示に成功している。このように GCRへの反例と思われ

る例が報告されているため、中国語に関 して付加詞条件をめぐる定形付加詞節の包括的な

統語テストを行うことは意義があるように思われる。次節では、その統語テストについて

説明する。

3. 中国語の定形付加詞節からの項の抜取りテスト

中国語の定形付加詞節の類別、抜取り要素の区別（主語 ・目的語）、定形付加調節の統語

的位置（主節の前 ・後）の違いを例文に反映し、中国語母語話者に文法性の判断を行って

もらった。対象者は 20代から 30代からなる中国語母語話者の男女 20名であり、そのう

ち 7名は台湾の出身者である2。中国語付加詞節の文法性に関する定量的調査を行った先

行研究のうち、 Myers(2012）ならびに Zenkerand Schwartz (2017）に倣い、文法性の判

断はリッカート尺度（LikertScale）方式による 4段階とした3。下記にはテストに用いた

中国語の例文を 3-A～ 3-Jに種類ごとに分類して列記する。3-A には原因 ・理由を表す

yinwθi (because）節、 3-Bには条件を表す ruguo(if)節、 3-Cには時を表す

2 台湾出身者については、繁体字ならびに簡体字への理解があり、 3.1.節以降のテストで

用いられる簡体字での表記を問題なく理解できることを確認した上で参加してもらった。

3 本論で採用した文法性判断の 4段階は次の通りである。不等号＞は、左に行けば行く

ほど容認度が高く文法的であると判断されることを表す。

(i）自然／文法的（verynatural/V) ＞少し違和感があるが容認可能（marginal/?)

＞違和感があり容認しがたい（odd/??) ＞不自然／非文法的（very unnatural/*) 
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dang ... de shihou (when）節、 3・Dには譲歩を表すjishi(although）節、 3・Eには時を表す

zai. .. zhihou (after）節、 3・Fには時を表す zai... zh1引’an(before）節、3・Gには仮定を表す

;iu fangfu…yiyang (as if）節、 3・Hには否定条件を表す chufei... buran (unless）節、 3・I

には並列 ・譲歩を表す zai... de sh1hou (while）節、 3・Jには譲歩を表す dang... de shihou 

(whereas）節を記述している。それぞれの定形付加詞節の統語上の位置と抜取られる項の

種類（主語 ・目的語）については、下記の通りナンバリングして設定した。

(7) a.主節より右側に後置される副詞節内部からの目的語の抜取り (No.l) 

b.主節より左側に前置される副詞節内部からの目的語の抜取り (No.2) 

C. 主節より右側に後置される副詞節内部からの主語と目的語の抜取り (No.3) 

d.主節より左側に前置される副詞節内部からの主語と目的語の抜取り (No.4) 

e.主節より左側に前置される副詞節内部からの主語の抜取り (No.5) 

f. 主節より右側に後置される副詞節内部からの主語の抜取り (No.6) 

g.主節より右側に後置される一項述語を伴う副詞節内部からの主語の抜取り （No.7)

h.主節より左側に前置される一項述語を伴う面lj詞節内部からの主語の抜取り （No.8)

なお、ここでは説明の便宜上、 語句注釈を表示しであるが、テストを実施する際はこれら

の情報は削除した。

3-A. 原因・理由を表す Yinwei（困対）節

No. 例 句 1~対潜法的

判断

1 那天的践， 李雷 幕間休息的肘候 走了，

A play on that dayi, Lilei during the intermission leave・ LE 

困対 他不喜玖

because he not・like ti 

2 那天的政3 園内 李雷不喜玖，

A play on that dayi, because Lilei not・ like白

所以 他 幕開休息的吋候 走了

so he during the intermission leave・ LE 
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3 那天的波， 李雷 他 幕［司休息的吋候 走了

A play on that dayi, Lileii he during the intermission leave・ LE 

困対 不喜双

because均not・like ti 

4 那天的政， 李雷園内 不喜ヌ欠，

A play on that dayi, Lileii because均not・like ti 

他幕間休息的吋候 走了

he during the intermission leave LE 

5 李雷， 因アョ 不喜炊 那天的戒，

Lileii, because ti not・like a play on that day 

所以他幕開休息的肘候 走了

so he during the intermission leave・ LE 

6 フーナに石田告， 他 幕開休息的吋候 走了

Lileii, he during the intermission leave・ LE 

因アョ 不喜政 那天的政

because ti not・like a play on that day 

7 李雷， 軒梅梅 f艮 生会主 園内 没有 起床

Lileii, Hanmeimei be・very angry because ti not get・up 

8 李雷，囲内 没有 起床 所以軒梅梅 f艮 生会主

Lileii, because 仇 not get・up so Hanmeimei be・very angry 

3-B. 条件を表すRuguo（知果）節

No. 伊l 句 f岱対漕法的

判断

1 大学的i果， 李雷 就会 IB到， 如果 他 不喜玖

A college classi, Lilei will be-late if he not・ like ti 

2 大学的i果， 如果李雷不喜玖， 他就会返到

A college classi, if Lilei not・ like ti he will be・late 

3 大学的i果， 李雷 他 就会 IB到 如果 不喜歌

A college classi, Lileii he will be・ late if ti not・like ti 

4 大学的i果， 李雷 如果 不喜R欠， 他就会返到

A college class, Lileii if ゐ not・ like ti he will be・ late 

5 李雷，如果 不喜玖 大学的i果， 他就会 IB到

Lileii if ti not・like a college class, he will be-late 
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6 李雷，他就会 ~到 如果 不喜R欠 大学的課，

Lileii he will be-late if t、not-like a college class 

7 李雷， 事事梅梅 就会復生『， 如果 没有起床

Lileii, Hanmeimei will become-very angry ifι not get・up 

8 李雷，如果 没有起床， 軒梅梅 就会恨生『

Lileii, if 色 not get-up Hanmeimei will become・very angry 

3-C. 時を表すDang（当） ••• de shihou （的肘候）節

No. 停リ 句 1fl.:対活法的

判断

1 大学的i果， フ寸忙ニー 吾田旨 就会 返到， 当 他 不喜玖 的肘候

A college claSSi, Lilei will be・ late when he not・ like ti 

2 大学的漂， 当 李雷不喜双 的肘候，他就会 ~到

A college classi, when Lilei not・like ti he will be-late 

3 大学的i果， 李雷 他就会返到 当 不喜双 的日す候

A college classi, Lileii he will be・ late when ti not-like fi 

4 大学的漂， 李雷 当 不喜玖 的肘候，他就会渥至JJ

A college claSSi, Lileii when /;j not・ like fi he will be-late 

5 李雷，当 不喜玖 大学的漂 的肘候， 他 就会~到

Lile ii, when t. not-like a college class he will be-late 

6 李雷， 他就会~到 当 不喜玖 大学的i果 的肘候

Lileii he will be-late when t. not-like a college class 

7 李雷， 軒栴梅 あムー,t,ぷコミ〉、 f艮生生，，；， 当 没有起床的肘候

Lileii, Hanmeimei will become-very angry when ti not get・up 

8 李雷，当 没有起床的肘候，軒梅梅 就会 恨生汽

Lileii, when t. not get・up Hanmeimei will become-very angry 
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3-D.譲歩を表すJishi （即使）節

No. 伊l 句 1~対 i吾法的

判断

1 那天的波， フ寸忙与吾田吾 幕開休息的肘候狂是 走了，

A play on that dayi, Lilei during the intermission leave・ LE 

即｛吏 他喜欣

although he likes ti 

2 那天的政， 同］使 李雷 喜ヌ欠，

A play on that dayi, although Lilei likes ti 

他 幕開休息的肘候迩是 走了

he during the intermission leave・ LE 

3 那天的波， 李雷 他 幕同休息的肘候迩是 走了

A play on that dayi Lileij he during the intermission leave・ LE 

到］使 喜玖，

although均likesti 

4 那天的波， オ六十て二信日吾ヨ 即使 喜ヌ欠，

A play on that dayi Lileij although均 likes t; 

他 幕開休息的肘候涯是 走了

he during the intermission leave LE 

5 李雷，即使 喜政 那天的政，

Lileii althoughι likes a play on that day 

他 幕開休息的吋候迩是 走了

he during the intermission leave・ LE 

6 李雷，他幕間休息的肘候在是 走了

Lileii he during the intermission leave・ LE 

即使 喜玖 那天的波，

although ti likes a play on that day 

7 李雷， 軒梅梅 在是 恨生『， 即使 起床了

Lileii, Hanmeimei still be・very angry although ti get司 up-LE

8 李雷，目p使 起床了， 車事梅梅 在是 恨生汽

Lileii, although ιget・up・LE Hanmeimei still be・very angry 
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3-E. 時を表すZai（在） ••. zhihou （之后）節

No. 例 句 怒対i吾法的

判断

1 那天的成， 李雷 在幕同休息的肘候 走了，

A play on that dayi, Lilei during the intermission leave・ LE 

在 ｛也 看了 一会JL 之后

after he watch-LE for-a・while ι 

2 那天的波， 在 李雷 看了 一会JL 之后，

A play on that dayi, after Lilei watch-LE for・a・while白

他 幕同休息的吋候 走了

he during the intermission leave・ LE 

3 那天的政， 李雷 他幕間休息的町候 走了

A play on that dayi, Lileii he during the intermission leave・ LE 

在 看了 一会JL 之后

after ti watch・ LE for・ a ・while ti 

4 那天的成， 李雷 在 看了 一会JL 之后，

A play on that dayi, Lileij after tj watch・LE for-a・while ti 

他 幕間休息的肘候 走了

he during the intermission leave-LE 

5 李雷，在 看了 一会JL 那天的政之后，

Lilei; after ι watch・LE for-a ・while a play on that day 

他 幕開休息、的肘候 走了

he during the intermission leave-LE 

6 李雷，他 幕開休息的肘候 走了

Lileii he during the intermission leave・LE 

在 看了 一会JL 那天的政之后

after ti watch・LE for-a・while a play on that day 

7 李雷， 車事梅梅 f艮生生＇＼： ， 在 高汗 之后

Lileii, Hanmeimei become・very angry afterι leave 

8 李雷， 在 高汗 之后，軒梅梅 f艮生『

Lileii, after 白 leave Hanmeimei become・very angry 
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3-F. 時を表すZai（在） ••• zhiqian （之前）節

No. 例 句 1~対活法的

判断

1 那天的戒， 李雷幕間休息的問候 走了，

A play on that dayi, Lilei during the intermission leave-LE 

在 他 看完 之前

before he finish’watching t; 

2 那天的政3 在 李雷 看完 之前，

A play on that dayi, before Lilei finish-watching ti 

他幕開休息的肘候 走了

he during the intermission leave-LE 

3 那天的苅， 李雷 他 幕開休息的肘候 走了

A play on that day;, Lileii he during the intermission leave-LE 

在 看完 之前

before均 finish-watching t; 

4 那天的政】 李雷 在 看完 之前，

A play on that dayi, Lileii before ti finish-watching ι 

他 幕開休息的肘候 走了

he during the intermission leave-LE 

5 李雷，在 看完 那天的戒 之前，

Lileii before ti finish-watching a play on that day 

他 幕間休息的吋候 走了

he during the intermission leave-LE 

6 李雷， 他 幕開休息的肘候 走了

Lilei; he during the intermission leave-LE 

在 看完 那天的戒 之前

before ti finish-watching a play on that day 

7 李雷， 車事梅梅 f艮生『， 在 高子干 之前

Lileii, Hanmeimei become-very angry before ti leave 

8 李雷，在 寓子干之前，軒梅梅 f良生『

Lileii, before ti leave Hanmeimei become-very angry 
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3-G. 仮定を表すJiufangfu （就佑｛弗）••• yiya刀g （ー祥） 節

No. 伊i 句 f恋対語法的

判断

1 践的結局， 李雷 幕間休息的吋候 走了，

The ending of the playi, Lilei during the intermission leave-LE 

就イ方イ弗他 知道 一祥

as if he knows ti 

2 戒的結局， 就イ方イ弗 李雷 知道 一祥，

The ending of the playi, as if Lilei knows ti 

他 幕開休息的肘候 走了

he during the intermission leave-LE 

3 践的括局， 李雷 他 幕I司休息的肘候 走了

The ending of the playi, Lileii he during the intermission 

leave-LE 

就イ方イ弗 知道 一祥

as if 向knowsti 

4 践的措局， 李雷 就イ方｛弗知道 一祥，

The ending of the playi, Lileij as if ti knows ι 

他 幕開休息的肘候 走了

he during the intermission leave-LE 

5 李雷，就仇｛弗 知道 践的結局 一祥，

Lileii as if 白 knows the ending of the play 

他 幕間休息的肘候 走了

he during the intermission leave-LE 

6 李雷， 他 幕同休息的吋候 走了

Lileii he during the intermission leave-LE 

就イ方悌 知道 践的括局 一祥

as if ti knows the ending of the play 

7 李雷，軒梅梅 f艮生『， 就イ方イ弗 没有 睡醒 一祥

Lileii Hanmeimei become-very angry as if ti not wak巴－up

8 李雷，就｛方｛弗 没有睡醒 一祥，軒梅梅 恨生『

Lileii as if ti not wake-up Hanmeimei become-very angry 
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3-H. 否定条件を表すChufei（除非） • •• buran （不然）節

No. 伊l 句 1岳対語法的

判断

1 那天的攻， 李雷幕開休息的肘候 就会走，

A play on that dayi, Lilei during the intermission will go 

除非 他喜玖

unless he likes ti 

2 那天的苅， 除非 李雷 喜玖，

A play on that dayi, unless Lilei likes 抗

不然 他幕同休息的肘候 就会 走

otherwise he during the intermission will go 

3 那天的波， 李雷 他 幕岡休息的肘候 就会走

A play on that dayi, Lileij he during the intermission will go 

除非 喜ヌ欠

unless均likes ti 

4 那天的践， 李雷 除非 喜ヌ欠，

A play on that dayi, Lileii unless ti likes ti 

不然 他 幕間休息的吋候 就会 走

otherwise he during the intermission will go 

5 李雷，除非 喜政 那天的政，

Lileii unless tλ likes a play on that day 

不然 他 幕I司休息的肘候 就会 走

otherwise he during the intermission will go 

6 李雷， 他 幕開休息的肘候 就会 走

Lileii he during the intermission will go 

除非 喜ヌ欠 那天的政

unless ti likes a play on that day 

7 李雷，軒梅梅 恨生笥 除非 起床了

Lileii Hanmeimei become-very angry unless ι get-up-LE 

8 李雷除非 起床了

Lileii unless ぬget-up-LE

不然 車事梅梅 f艮生『

otherwise Hanmeimei become-very-angry 
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3-1. 並列・譲歩を表すゐ／（在） .•• de shihou （的肘候）節

No. 伊j 句 怒対語法的

判断

1 ヌ主 3 車事梅梅 在画画， 在 李雷 看的 日す候

Dramai Hanmeimei be-painting while Lilei be-watching ム

2 ヌ主 3 在 ーフ忙「吾日吾ヨ 看 的肘候， 車事梅梅 在画画

Dramai while Lilei be-watching ti Hanmeimei be・painting 

3 ヌ荒， 李雷 時梅梅 在画画， 在 看 的肘候

Dramai Lileii Hanmeimei be-painting while tj be-watching ti 

4 ヌ支， 李雷 在 看 的肘候， 車事梅栴 在画画

Dramai Lileij while均be-watchingti Hanmeimei be-painting 

5 李雷，在 看 践的肘候，軒梅梅 在画面

Lileii while t. be-watching drama Hanmeimei be-painting 

6 李雷，軒梅梅 在画画 在 看 践的肘候

Lileii Hanmeimei be-painting while ti be-watching drama 

7 李雷，軒梅梅 没有起床 在 生『 的日す候

Lileii Hanmeimei not get・up while ti become・angry 

8 李雷，在 生『的肘候，軒梅梅 没有起床

Lile ii while ιbecome-angry Hanmeimei not get・up 

3-J.譲歩を表すDang（当） •.• d，θ shihou （的肘候）節

No. 例 句 11!;対悟法的

判断

1 ヌ主， 車事梅梅 却在学刃， 当 李雷 看 的肘候

Dramai Hanmeimei be-studying whereas Lilei be・watcging ti 

2 ヌ主， 当 李雷 看 的吋｛戻，

Dramai whereas Lilei be-watching ti 

軒梅梅 却在学刃

Hanmeimei be-studying 
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3 ヌ主， 李雷 軒梅梅 却在学三ヨ，

Dramai Lileii Hanmeimei be-studying 

当 看 的肘候

whereas /;j be-watching t.. 

4 ヌ主， 李雷 当 看 的肘候，

Dramai Lileii whereas /;j be-watching ti 

軒梅梅 却在学3:J

Hanmeimei be-studying 

5 李雷，当 看 ヌ主 的吋侯，

Lileii whereas t.. be-watching drama 

軒梅梅 却在学刃

Hanmeimei be-studying 

6 李雷，軒梅梅 却在学刃

Lileii Hanmeimei be・ studying 

当 看 ヌ主 的肘候

whereas t.. be-watching drama 

7 李雷，軒梅梅 没有起床 当 生笥 的肘候

Lileii Hanmeimei not get・up whereas t.. become・angry 

8 李雷，当 生汽 的肘候，軒梅梅 没有起床

Lileii whereas t.. become・angry Hanmeimei not get-up 

4.文法性判断の集計結果と考察

被験者が回答した文法性の判断のうち、「自然／文法的（verynatural／〆）」まはた「少

し違和感があるが容認可能（marginal/?)J と回答したものを当該の構文が文法的に受容さ

れるものとして扱い、その平均値をまとめた（小数点以下四捨五入）。後者の 「少し違和感

があるが容認可能（marginal／？）」については、完全に文法的とは言えないので、 0.7ポイ

ントとして扱い、その差が反映されるように した。以下には、その平均値をグラフ化した

図を示す。
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上記の結果をまとめると、次のような一般化を導くことができる。まず、後置型副調節と

前置型副詞節からの目的語単体の抜取りに関して、前者の場合は副詞節の種類に応じて文

法性の判断に差が見受けられる。一方で、後者の場合は、 zai... zhihou (after）節、

zai ... zhiqian (before）節、 Jiufangfu…yiyang (as if）節を除き、目的語抜取り の文法性

の判断は一定して高いと言える。

次に、後置型副詞節と前置型高lj詞節の主語と目的語の両方の抜取りに関して、前者の場

合は、いずれの種類の副詞節においてもそのような操作が極めて不自然（非文法的）であ

ると判断されている。ところが、前者の前置型副詞節に同様の操作をかけても文法性の判

断は比較的自然（文法的）と判断され、前者と相対的に見比べると極めて容認度が高いと

言える。
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さらに、後置型副調節と 前置型副詞節の主語単体の抜取りについては、前者は一様に文

法性の容認度が低く判断されている。これは、上述の後置型副詞節内部からの主語 ・目的

語の抜取り時と共通した特徴と言える。それに対して、前置型の副詞節からの主語の移動

は、どの副詞節でも文法性の判断が高い。

最後に、一項述語を伴う後置副詞節と前置副詞節からの主語の抜取りついて、前者の場

合は一様に容認度が低く、不自然と判断されている。他方で、前置型副詞節からの主語の

抜取りは dang... de shihou (whereas）節を除き、比較的 自然な文として受け入れられるよ

うである。 dang... de shihou (whereas）節の文法性の容認度は他の副詞節と比べて見れば

低いものの、後置型副詞節のケースと 相対して見比べれば高い。この結果は、先述の（二

項述語を伴 う）後置型 ・前置型副詞節からの主語の抜取りのケースと類似している。

以上の結果から、中国語において、定形付加調節内部の空要素に文頭の名詞句と 同一指

示を与えることが可能であるケースが複数存在することが認められた。

5.まとめ

本研究では、中国語の定形付加詞節のデータを基に付加詞条件の普遍性について調査を

行なった。中国語母語話者による種々の構文への文法性の判断によると、高lj詞節の生起位

置によって明らかな容認度の差異が生じていることが判明 した。また、移動が許されるケ

ースでは、抜取り要素が対照的 （contrastive）な解釈を受ける ことがインフォーマントか

ら示唆されていることから、Rizzi(1997）や Haegeman(2006, 2012）らによる統語論と

情報構造をつなぐアプローチを採用 した統語分析を今後行う予定である。
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